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太陽大気中での爆発現象「フレア」では、莫大な磁場エネルギー解放が起きている。そ

のエネルギー解放メカニズムとされる「磁気リコネクション」の観測的検証については文

献 1にまとめた。一方で、宇宙天気研究において非常に重要である、磁気リコネクション

を引き起こす「トリガー」についてはいまだ明らかではない。そこで本研究ではフレアに

伴う噴出現象に注目し、そのトリガー機構解明に向けた多波長観測データ解析を行った。

2005年9月に出現した活動領域は今太陽周期の中でも最大規模のフレア活動を示した。

その中でも、コロナ中に浮かぶ低温プラズマ「フィラメント」の噴出を引き起こした 9月

13日のフレアでは、コロナ質量放出にまで発展した大規模なイベントであった。この現

象について、観測衛星TRACEの極紫外線デー夕、観測衛星SOHO搭載の MDIによる光

球磁場デー夕、さらに飛騨天文台の SMARTやアメリカのBigBear Solar Observatoryで

得られたHαデータを組み合わせて、活動領域全体の発展を追いながら噴出現象を引き起

こすまでの過程を調べた。少なくとも噴出の2日前からフィラメントは極紫外線やHαで

暗い筋状構造として見えているが、この間に光球の磁気中性線上から次第にずれて上昇し

ていくことを発見した(下図参照)。これはおよそ O.lkmS-l程度の一定速度であった。ま

た同じ期間に、フィラメントの足元付近で、の多数の小規模なフレアが観測されていた。

これらの観測事実から本イベントの発生機構を以下のように解釈した。フィラメント

をまたぐ形で支えていた磁力線が、その足元での小規模なフレアによるリコネクション

で引き伸ばされて張力が緩んだ。そのため次第にフィラメントの平衡状態が変化したこ

とで、 2日間以上にわたるフィラメントの上昇が起きた。そして、それが繰り返される

うちについには平衡状態を失い、大規模な噴出現象につながったと考えられる。これは

Forbes(1990)らにより提唱されている、平衡喪失モデルと同様の機構である。
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左図:フィラメント(矢印)噴出時のTRACEの極紫外線195A画像。右図:左図の直線部分

(距離0は直線部分右上に対応)を各時刻のデータから切り出して横に並べたもの。 Fで示

したフィラメントが次第に磁気中性線(*付の曲線)の位置からずれていく様子がわかる。
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